
  
 
 
 
 
 
 

 
理工学研究科はこの度、ドイツ フラウンホーファー研究機構より講師をお招きし、ドイツで

の産学連携による人材育成の取り組みや、大学院学生が社会で活躍するために必要な素質

などについて特別講演を行います。 

世界トップレベルの研究者の講演を受けられるまたと無いチャンスです。次世代のイノベー

ション創出を担う理工学研究科の皆様に是非ご参加頂きたく、お願い致します。 

 

■対象：    ①博士課程後期課程  ②博士課程前期課程 

             ③教員              ④ポスドク 

■日程：    2011 年 2 月 14 日（月） 

■時間：    13：00～14：30 

■場所：    ラルカディア 2 階 R202 教室 

■講師：    Rolf  Aschenbrenner   

フラウンホーファー研究機構  

「信頼性・マイクロインテグレーション研究所」 副所長 

■講演内容： 英語での講演となります。 

1.フラウンホーファー研究機構について  

2.ドイツでの産学連携による人材育成 

3.ドイツの大学での企業のニーズを取り入れた教育プログラムについて など 

■応募方法： 下記へメールにてご応募下さい。 

d-career@st.ritsumei.ac.jp   

院生は学生証番号とお名前をご連絡ください。 

教員は学系（学科）と氏名をご連絡ください。 

 

■応募締め切り： 2011 年 1 月 31 日（月） 

フラウンホーファー研究機構（Fraunhofer-Gesellschaft） 

＊ヨーロッパ最大の応用研究機関であり、ドイツ国内にある 59 の研究所を含む

80 の研究ユニットでは「社会に役立つ実用化のための研究」をテーマに、あら

ゆる科学技術分野において応用研究を行っています。 

＊例えば、MP3 圧縮アルゴリズムはフラウンホーファーIIS（集積回路研究所）で

発明され、特許が取得されています。 

 


